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近江商人高井作右衛門家の経営（2）
The Management System of the Takai Family of Omi Merchants（2）





治元年と 2年は 3分の 1造りと 4分の 1造りで，それぞれ 273石余と 188石余
であり，江戸期の 1000石前後におよぶ酒造高に比べれば落ち込んでいる。そ
の後明治 9年までは 300～ 600石程度で，やや低迷しているが，明治 10年以
降は 600～ 800石程度の規模を維持し，江戸期に近い酒造高にまで回復してい






元年 11月の鑑札の写が記されており，酒造家 22枚，濁酒造家 11枚，醤油造











門（酒造高 800石），十一屋惣兵衛（同 800石），松本武兵衛（同 550石），藤木戸重
太郎（濁酒造高 10石），堤村吉右衛門（同 10石），日野屋惣右衛門（酒造高 400石），
岩井屋新太郎（同 400石），大戸甚右衛門（同 300石），田嶋政右衛門（同 300石），
桜井千代之助（同 300石），和泉屋与右衛門（酒造高 300石，醤油造 100石），近江屋
平八（酒造高 200石），和泉屋新兵衛（同 200石），近江屋四郎左衛門（醤油造 200石），
三本木幸七（酒造高 200石），鬼石権左衛門（同 200石），高田彦左衛門（酒造高 200
石，醤油造 50石），中島村文右衛門（同 200石，同 50石），升屋惣兵衛（酒造高 150石），
高橋源七（醤油造 150石，濁酒高 10石），原三左衛門（濁酒高 10石），田口六左衛門
（酒造高 100石），新町武兵衛（同 100石），立石瀬兵衛（同 100石），加藤金之助（醤
油造高 100石），折茂健吾（同 50石），田口六兵衛（醤油造高 50石，濁酒造 10石），新
町太助（濁酒造 20石），新町國蔵（同 10石），新町清兵衛（同 10石），白石兵松（同

























明治 10年分は 3通，同 11年分も 3
通，同 12年分は 12通，同 13年分は 26通の合計 44通である。稼ぎの内容は，
ほとんどが酒造稼のための雇入れであって，明治 12年には 10月 8日に 3人が，









酒造高 冥加金 住　　　所 身　分 名　前
100石   5両 上野国緑埜郡新町宿之内笛木新町 年寄 嘉六郎
150石   7両 2分 上野国緑埜郡新町之内落合新町 百姓代 惣平
100石   5両 同町 百姓 武平
800石 40両 同国同郡藤岡町 百姓 作四郎
400石 20両 同町 同 新太郎
300石 15両 上野国緑埜郡藤岡町 年寄 甚太郎
200石 10両 同町 百姓 新太
200石 10両 同町 同 平太
300石 15両 同国同郡神田村 名主 金七
200石 10両 上野国緑埜郡神田村 名主 彦六
450石 22両 2分 武蔵国賀美郡藤木戸村 名主 庄八
200石 10両 同村 百姓 房次郎
200石 10両 上野国緑埜郡郡本動堂村 同 勇蔵
150石   7両 2分 上野国緑埜郡上落合村 百姓 孫蔵
800石 40両 同国同郡鬼石村 名主 新太郎
300石 15両 同村 名主 千代作
200石 10両 同村 与頭 権平
400石 20両 上野国緑埜郡鬼石村 百姓 惣次郎
100石   5両 同国同郡立石新田 百姓代 瀬平
200石 10両 同国同郡三本木村 名主 幸七
200石 10両 同国同郡中島村 名主 文兵衛
300石 15両 上野国緑埜郡金井村 与八郎





それぞれ 1～ 3人ずつ雇用されており，その出身は千葉県 2人，茨城県 1人，
年　　　月 稼　　ぎ 住所 住　　　　　所 続柄 名　前 年齢（歳）
明治 10年 12月  9日 酒造稼雇入 石川県 越中国新川郡高畑村 長男 大森由治郎 23
明治 10年 12月 10日 醸造稼雇入 新潟県 越後国頸城郡棒金村 長男 橋立宇太郎 28
明治 10年 12月 20日 醸造稼雇入 新潟県 越後国頸城郡藤野村 三男 渡辺与惣吉 24
明治 11年  9月 22日 酒造稼雇入 新潟県 越後国刈羽郡下宿村 中山三之助 29
明治 11年 10月  1日 酒造稼雇入 新潟県 越後国頸城郡直海浜村 吉崎幸七 33
明治 11年 12月 12日 醤油製造稼雇入 千葉県 下総国香取郡須賀山村 長男 佐久間文蔵 28
明治 12年  4月  8日 酒造稼雇入 石川県 越中国砺波郡鳥倉村 長男 陰浦六三郎 23
明治 12年  4月  8日 酒造稼雇入 石川県 越中国砺波郡鳥倉村 長男 中川鉄蔵 20
明治 12年  6月  9日 醤油製造稼雇入 千葉県 下総国香取郡鳩山村 二男 木内祐治郎 26
明治 12年  9月  2日 酒造稼雇入 新潟県 越後国頸城郡榎井村 上野与作 20
明治 12年  9月  2日 酒造稼雇入 新潟県 越後国頸城郡直海浜村 四男 吉崎留吉 22
明治 12年 10月  8日 酒造稼雇入 新潟県 越後国頸城郡三ツ屋浜村 五男 小関佐太郎 22
明治 12年 10月  8日 酒造稼雇入 新潟県 越後国頸城郡三ツ屋浜村 長男 滝澤兵造 25
明治 12年 10月  8日 酒造稼雇入 新潟県 越後国頸城郡直海浜村 小山善七 48
明治 12年 12月  9日 酒造稼雇入 新潟県 越後国東頸城郡上猪子田村 二男 永井米太郎 20
明治 12年 12月  9日 酒造稼雇 新潟県 越後国東頸城郡上猪子田村 二男 永井源蔵 17
明治 12年 12月  9日 酒造稼雇 新潟県 越後国東頸城郡上猪子田村 長男 坂口兵造 23
明治 12年 12月  9日 酒造稼雇 新潟県 越後国中頸城郡上輪村 長男 近藤作蔵 17
明治 13年  4月  9日 醸造稼雇入 新潟県 越後国刈羽郡長崎村 三男 本間啓之助 40
明治 13年  4月  9日 酒造稼雇入 石川県 越中国新川郡舌山新村 二男 前田松蔵 35
明治 13年  6月 25日 醤油製造稼雇入 茨城県 常陸国筑波郡吉沼村 串田常松 31
明治 13年  6月 25日 酒造稼雇入 石川県 越中国砺波郡鳥倉村 長男 陰浦六三郎 24
明治 13年  6月 28日 醸造稼雇入 千葉県 海上郡銚子今宮町 長男 石原源助 21
明治 13年 10月 22日 醤油製造稼雇入 宮城県 陸前国宮城郡仙台肴町 五男 菊池安治郎 26
明治 13年 11月 29日 酒造稼雇入 新潟県 越後国刈羽郡清水谷村 曽田八十吉 40
明治 13年 11月 29日 酒造稼雇入 新潟県 越後国刈羽郡清水谷村 長男 大図忠造 26
明治 13年 11月 29日 酒造稼雇入 新潟県 越後国刈羽郡清水谷村 　 大図栄七 58
明治 13年 11月 29日 酒造稼雇入 新潟県 越後国刈羽郡清水谷村 大図峯吉 17
明治 13年 11月 29日 酒造稼雇入 新潟県 越後国東頸城郡棚広村 長男 羽深忠作 24
明治 13年 11月 29日 酒造稼雇入 新潟県 越後国東頸城郡安塚村 長男 岡孫八 21
明治 13年 11月 29日 酒造稼雇入 新潟県 越後国東頸城郡細野村 　 山賀伝吉 24
明治 13年 11月 29日 酒造稼雇入 新潟県 越後国東頸城郡松代村 弟 斎木留蔵 18
明治 13年 11月 29日 酒造稼雇入 新潟県 越後国東頸城郡松代村 長男 関福治郎 18
明治 13年 11月 29日 酒造稼雇入 新潟県 越後国東頸城郡五十五平村 長男 志賀米松 19
明治 13年 11月 29日 酒造稼雇入 新潟県 越後国東頸城郡五十五平村 二男 室橋栄造 37
明治 13年 11月 29日 酒造稼雇入 新潟県 越後国東頸城郡上猪子田村 永井安治郎 21
明治 13年 11月 29日 酒造稼雇入 新潟県 越後国中頸城郡飯村 市川源吉 23
明治 13年 11月 29日 酒造雇入 新潟県 越後国中頸城郡東谷内村 弟 曽田熊吉 23
明治 13年 11月 29日 酒造稼雇入 新潟県 越後国西頸城郡平谷村 長男 渡辺勘治郎 25
明治 13年 11月 29日 酒造稼雇入 新潟県 越後国古志郡富嶋村 長男 市野弥之七 21
明治 13年 11月 29日 酒造稼雇入 新潟県 越後国古志郡漆山村 二男 坂田鉄造 21
明治 13年 11月 29日 酒造稼雇入 石川県 越中国下新川郡金山村 長男 住吉菊之助 27
明治 13年 12月 1日 酒造稼雇入 新潟県 越後国南蒲原郡手抱野新田 二男 佐藤重太郎 20


















年 1月の津 3店の在勤人員は 65人であり，ほとんどが近江出身者であった。
明治 4年の清酒造石高は 500石であったが，同 27年には 1586石余となり，醤















清酒・味噌・醤油の製造を行い，職工数は 47人，生産額は 24万 6000円とある（前掲『津
市史』第 4巻，583，588頁）。また，明治 30年には蒸気原動力を新設し，同 32年には 10
馬力原動機を原料米の精白などに利用して醸造の改善を図り，銘酒「神府」が広まったと
いう（同，684～ 685頁）。















項　　目 原　　　籍 姓　名 生　年　月 年齢（歳）
本店 蒲生郡日野町大字河原 桜井丸一 安政  6年  2月 47
本店 甲賀郡寺庄村大字寺庄 藤井正吉 明治  2年  2月 37
本店 蒲生郡桜川村大字上小路 椙村喜代松 明治  8年  2月 31
本店 蒲生郡日野町大字松尾 川嶋百蔵 明治  4年  3月 35
本店 蒲生郡北比都佐村大字増田 安井安治郎 明治  8年  8月 31
本店 甲賀郡龍池村大字池田 山本亀吉 明治 11年  3月 28
本店 蒲生郡日野町大字松尾 高井嘉七 明治 15年 11月 24
本店 蒲生郡北比都佐村大字増田 山中弥惣次 明治 16年  8月 23
本店 甲賀郡水口町大字水口 片山庄治郎 明治 22年  6月 17
出征中 蒲生郡日野町大字木津 岡与三郎 明治 10年 11月 29
常盤支店 甲賀郡龍池村大字池田 田中金兵衛 弘化  4年  8月 59
常盤支店 甲賀郡水口町大字水口 片山徳太郎 明治 12年 10月 27
常盤支店 蒲生郡北比都佐村大字増田 野口惣吉 明治 14年  3月 25
常盤支店 甲賀郡龍池村大字池田 豊田金十良 明治 17年 11月 22
常盤支店 甲賀郡寺庄村大字寺庄 重田兼吉 明治 21年  1月 18
常盤支店 蒲生郡日野町大字松尾 市田鉄造 明治 25年  7月 14
常盤支店 蒲生郡西大路村大字西大路 吉嶋孝治郎 明治 23年  3月 15
常盤支店 蒲生郡北比都佐村大字増田 坪倉末吉 明治 24年  8月 16
入江町支店 蒲生郡日野町大字松尾 石岡忠吉 慶応  2年  2月 40
入江町支店 蒲生郡日野町大字松尾 中田伝吉 明治  6年  2月 23
入江町支店 蒲生郡桜川村大字下小路 徳田市太郎 明治 23年  7月 16
入江町支店 蒲生郡北比都佐村大字石原 川西作治郎 明治 23年 11月 16
酒造杜氏 知多郡東阿久比村大字宮津 新美柳右衛門 嘉永元年  3月 58
（外 17人）






























歳以下の者は 3円，日当金 25銭（中山道 12日），31歳以上の者は 3円 60銭，
日当金 30銭（同）であった。幼年から勤続の者には，初帰国の時に祝儀として












































として，元方 1月 10日，質方 1月 5日，荒物方 1月 7日，酒方 4月 30日・10
月 31日とあり，藤岡店（本店）の本部である元方以外に営業部門である質方，
荒物方，酒方が存在することがわかる。藤岡店の元方から貸渡される資本金
は，質方は 1日 2厘日歩（1か月元金 100円に付き利金 1円の割合），酒方・荒物方























































同 23年には 522円余，同 35年には 5851円余としだいに増加して行く。ただし，





　「質方」は，明治元年には 740両余も利益を獲得していたが，明治 3～ 8年には，
200両（円）以下にまで落ち込む。その後はゆっくりと増加し，明治 27年には








年　代 証文分・諸方〆等 銀 行 〆 質方・典物方 酒方・両造方 荒物方・雑品方
明治元年     632両 3分 3朱・288文   740両 3分 2朱・653文     262両 3分・764文
明治 2 年   1005両 2分 3朱・1貫 580文   324両 1分 2朱・     347両 1朱・216文
明治 3 年   1350両 2朱・3貫 216文   171両 1分     552両 2朱・416文
明治 4 年   1300両 1分 2朱・5貫 280文   105両・708文     445両 3分 2朱・1貫 268文      245両
明治 5 年     255両 3分・18貫 360文     49両・9貫 750文     265両 2朱・2貫 84文      813両
明治 6 年       27円 22銭 2厘 7毛     397円 33銭 3厘 3毛    1070円 50銭
明治 7 年     136円 51銭 4厘 5毛     46円 68銭 3分 3厘     644円 79銭 1分 6毛      697円 47銭 9厘
明治 8 年     62円 50銭     603円 58銭 3厘     389円 58銭 3厘 3毛
明治 9 年     166円 34銭 6厘 9毛   446円 86銭 3分 8毛   1174円 51銭 5厘      997円 36銭 1厘
明治 10年     377円 57銭 1厘 6毛   529円 6銭 4厘 7毛   1283円 84銭 5厘    1057円 61銭 5厘
明治 11年     164円 30銭   652円 81銭 2厘 8毛   1348円 7銭 5厘    1522円 88銭 4厘
明治 12年     760円 36銭 7厘 2毛   701円 35銭 7厘   1725円 74銭 9厘 5毛    1936円 80銭
明治 13年     548円 2銭 2厘 2毛   613円 84銭 5厘   2650円 62銭 6厘    2315円 48銭 8厘
明治 14年     784円 62銭 3厘 3毛   528円 12銭 6厘   4275円 73銭 1厘    2127円 59銭 7厘
明治 15年     523円 9銭 2厘   746円 57銭 4厘   5200円 86銭 5厘    2561円 3厘
明治 16年     896円 24銭 7厘 5毛   988円 81銭 8厘   5578円 36銭 9厘    2254円 44銭 3厘
明治 17年     681円 74銭 6厘   829円 16銭 9厘   2997円 76銭 4厘    1503円 38銭 7厘
明治 18年     814円 90銭 6厘 5毛   743円 19銭 6厘   2465円 96銭    1633円 90銭
明治 19年     562円 29銭 8厘   551円 90銭 4厘   3199円 38銭 7厘    1536円 66銭 3厘
明治 20年     536円 16銭 3厘   367円 19銭 7厘   2194円 7銭 2厘    1858円 16銭 7厘 4毛
明治 21年     743円 50銭 7厘   438円 17銭 1厘   1491円 56銭 2厘 6毛    1684円 2銭 8厘
明治 22年     974円 9銭 3厘 1毛   596円 52銭 8厘 5毛   1938円 89銭 3厘    1849円 74銭 2厘
明治 23年     522円 90銭 2厘   739円 53銭 5厘   2661円 69銭 3厘    1731円 37銭 1厘
明治 24年     799円 19銭 9厘   935円 2銭   2580円 54銭 8厘    2026円 45銭 8厘
明治 25年     874円 91銭 3厘 5毛   776円 16銭 5厘   2789円 65銭 1厘    2131円 9銭 8厘
明治 26年   1038円 89銭 3厘 3毛   991円 52銭 2厘   2871円 68銭 1厘    2532円 13銭 3厘
明治 27年   1321円 67銭 7厘 5毛 1035円 52銭   2862円 9銭 3厘    3123円 30銭 7厘
明治 28年   1318円 98銭 1厘 1467円 15銭   3023円 1銭 5厘    3278円 90銭 5厘
明治 29年   1524円 73銭 9厘 2045円 77銭 1厘   2743円 95銭 1厘    4014円 97銭 9厘
明治 30年   2786円 16銭 1厘 1915円 89銭   2545円 16銭 8厘    1209円 19銭 9厘
明治 31年   3112円 75銭 5厘 1950円 18銭 3厘   3146円 71銭 5厘    4353円 61銭 4厘
明治 32年   3197円 58銭 9厘 2263円 89銭 1厘   4305円 38銭 9厘    4815円 28銭 4厘
明治 33年   3313円 6銭 8厘 2318円 3銭 4厘   3077円 50銭 8厘    5399円 38銭 1厘
明治 34年   5332円 42銭 4厘 3474円 58銭 7厘   2089円 1厘    5191円 14銭 8厘
明治 35年   5851円 81銭 6厘 3826円 75銭 8厘   3080円 38銭 1厘    4834円 86銭 6厘
明治 36年     258円 79銭 5厘 4082円 28銭 3厘   4278円 58銭    4994円 59銭 2厘
明治 37年     389円 2銭   722円 46銭 4厘   4256円 4分 3厘    5223円 17銭 9厘
明治 38年     474円 38銭   528円 51銭 8厘   5137円 73銭 5厘    5167円 16銭 9厘
明治 39年   366円 35銭 7厘   2621円 90銭    5142円 82銭 1厘
明治 40年   278円 27銭 8厘   2685円 10銭 5厘    5449円 98銭 7厘
明治 41年   564円 87銭   4587円 85銭 3厘    6928円 24銭
明治 42年   539円 96銭 3厘   4451円 22銭    6780円 94銭
明治 43年   319円 46銭   5350円 60銭    4104円 58銭
明治 44年   204円 6銭   6393円 90銭    2760円 36銭
明治 45年   235円 86銭 9厘   9782円 15銭    3873円 14銭
大正 2 年   1886円 90銭 3厘 1078円 72銭   210円 80銭 6厘 16420円 50銭        77円 30銭
大正 3 年   1780円 54銭 4厘 1217円 38銭   137円 94銭 2厘 18086円 83銭 5厘    1407円 82銭 5厘
大正 4 年   2289円 74銭 9厘 1286円 8銭   117円 41銭 12735円 58銭      982円 65銭
大正 5 年   1975円 86銭 3厘 1585円 19銭     40円 47銭   9862円 89銭    1661円 28銭
大正 6 年   1598円 72銭 5厘 2192円 32銭   7077円 28銭    1169円 46銭
大正 7 年   1824円 93銭 1厘 1779円 3銭   9656円 13銭    3288円 64銭
大正 8 年   3941円 12銭 5厘 2965円 89銭 12941円 1銭    2214円 52銭
大正 9 年   1677円 84銭 3厘 2439円 28銭 18413円 10銭  10089円 35銭
大正 10年   2036円 63銭 4786円 96銭 13903円 65銭 △ 424円 55銭
大正 11年   4597円 83銭 2515円 30銭   7395円 25銭    7140円 56銭





高　崎　店 小　泉　店 〆（合計） 出　　　〆 差　　　引
  1636両 2分 3朱・485文
  1665両 1分・1貫 800文     16両 2分   1648両 3分・1貫 800文
  2073両 2分・3貫 632文     20両 2分   2053両・3貫 632文
  2096両 1分・7貫 256文     20両 3分   2075両 2分・7貫 256文
  443両 233文 448両 2分 2朱・370文   2274両 2分・27貫 800文     22両 3分   2251両 3分・27貫 800文
  397円 82銭 5厘 293円 50銭 5厘   2649円 48銭 2厘 8毛   331円 15銭 8厘 3毛   2318円 32銭 4厘 5毛
  851円 67銭 5厘 326円 76銭 9厘 6毛   2903円 91銭 4厘 5毛   712円 53銭 3厘   2191円 38銭 1厘 5毛
1470円 50銭 377円 42銭 5厘   3132円 76銭 8厘 8毛   616円 99銭 2厘 5毛   2515円 77銭 6厘 3毛
1750円 93銭 7毛 429円 70銭   4965円 71銭 7厘 4毛   946円 96銭 9厘 3毛   3983円 74銭 8厘 1毛
1716円 38銭 4厘 4毛 632円 41銭 9厘 6毛   5596円 89銭 9厘 7毛 1095円 87銭 6厘   4501円 2銭 3厘 7毛
  477円 56銭 9厘   4165円 72銭 8毛   918円 67銭   3247円 50銭 8毛
  103円 72銭 5厘   5282円 84銭 8厘 7毛   748円 39銭 5厘   4534円 45銭 3厘 7毛
  297円 2厘   6424円 98銭 3厘 3毛   825円 49銭 3厘 8毛   5599円 48銭 9厘 5毛
  375円 39銭   8091円 46銭 7厘 1毛   693円 85銭 6厘 5毛   7397円 61銭 6毛
  420円   9451円 53銭 4厘 1259円 50銭 6厘   8192円 2銭 8厘
  420円 10127円 77銭 7厘 5毛 1811円 72銭 6厘   8316円 5銭 1厘 5毛
  411円   6423円 6銭 6厘   868円 46銭 9厘   5556円 59銭 7厘
  504円   6161円 96銭 2厘 5毛   727円 92銭 4厘   5331円 52銭 5毛
  494円 88銭 7厘 4毛   6345円 13銭 9厘 4毛   664円 10銭 8厘   5681円 3銭 1厘 4毛
  4955円 59銭 9厘 4毛   632円 26銭 8厘   4309円 83銭 1厘 4毛
  4357円 26銭 8厘 8毛   275円 65銭 7厘   4081円 61銭 1厘 5毛
  5359円 25銭 6厘 6毛   473円 87銭 1厘 5毛   4885円 38銭 5厘 1毛
  5832円 23銭 1厘   444円 79銭 6厘   5388円 43銭 5厘
  6465円 36銭 1厘   464円 6銭 7厘   6001円 29銭 4厘
  6584円 69銭 1厘 5毛   497円 99銭 6厘 5毛   6086円 69銭 5厘
  7464円 81銭 5厘 3毛   590円 27銭   6874円 54銭 5厘 3毛
  8342円 59銭 7厘 5毛   610円 40銭 1厘   7728円 9銭 6厘 5毛
  9088円 5銭 2厘   717円 34銭 1厘   8370円 71銭 1厘
10328円 44銭   799円 18銭 6厘   9530円 25銭 4厘
11456円 41銭 8厘   966円 57銭 6厘 10489円 84銭 2厘
12533円 26銭 7厘   977円 24銭 11556円 2銭 7厘
14582円 12銭 3厘 1096円 71銭 1厘 13484円 41銭 2厘
15108円 3銭 1厘 1114円 68銭 5厘 13993円 37銭 6厘
16087円 15銭 6厘 1264円 96銭 14822円 19銭 6厘











19684円 22銭 9厘 1948円 84銭 8厘 17735円 48銭 1厘
22630円 52銭 6厘 1801円 49銭 20829円 3銭 6厘
17411円 46銭 9厘 1939円 19銭 7厘 15490円 57銭 2厘
15125円 25銭 3厘 1803円 91銭 6厘 13321円 75銭 7厘
12017円 78銭 5厘 1877円 12銭 6厘 10160円 65銭 9厘
16548円 73銭 1厘 2169円 96銭 9厘 14311円 90銭 2厘
19662円 54銭 5厘 2744円 87銭 7厘 16317円 66銭 8厘
32619円 57銭 3厘 4793円 39銭 27826円 18銭 1厘
20302円 69銭 5345円 54銭 5厘 14648円 89銭 5厘
21648円 94銭 5930円 76銭 5厘 15718円 17銭 5厘
12784円 78銭 7厘 6763円 60銭   6021円 18銭 7厘
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　「酒方」は，明治元年には 262両余の利益を得ており，同 9年には 1174円
余，同 14～ 16年には 5000円前後にまで利益を拡大するが，その後同 35年ま
では 2000～ 3000円で推移する。明治 36～ 38年には再び 5000円前後となり，





















十三日まで懸貸」893両 3分 2朱・480文，「質物代〆高」431両 1分 2朱・29文，
「未 4月十三日改，在金銭」3225両を預かっている。
　この表では明治 6年に 1070円余の利益が計上され，同 15年からは雑品課と
なっている。明治 7～ 9年は 1000円未満であるが，その後は 1000～ 3000円
の利益をあげている。明治 27年には 3123円余，同 29年には 4014円余，同





33年には 5399円余，同 41年には 6928円もの利益を計上している。明治 43
年以降はしだいに利益額も 2000～ 4000円に減少し，大正 2年には 77円余に
まで落ち込む。大正 3～ 6年は 1000円前後に回復し，大正 7年には 3288円余
となり，同 9年には 1万 89円にまで達する。そして，翌 10年には 424円余の





区四小区，上野国群馬郡高崎駅相生町五番地」に所在し，明治 4年 4月 17日に「一


























　十一屋庄平店の資産としては，酒 20石 6本（1755両），直酒 6石（100両），
酒 2石（13両 2分），醤油諸味 1本 100石造（140両），味噌 1700貫目（309両），
真木（40両），藩札（63両 1分・290文），正銭（491貫 60文）など合計 3194両 3分
1朱・61文があった。「借用方」の負債としては，藤岡店からの出金分として
元金 2720両と〆 105両 2分・864文，ほかに借金〆 795両 2分 2朱・1貫 270
文の合計 3621両 2朱・2貫 140文があり，差引 466両 3分 1朱・2貫 75文の
不足であった。さらに，「酒造方道具」として，三尺 15本，だき樽 8本，酒袋
620枚，船 2艘など 26品，「醤油方道具」として，大桶 15本，三尺 3本，大
釜 1枚，船 1艘，溜 8挺など 12品と「其の外小道具一切」，「店道具」として，
帳場道具 2通，帳箪笥 2つ，神棚 1通，仏壇 1通，火鉢 5つ，醤油御鑑札 100石，
みそ御鑑札 1枚，酒小売同，質札同，表店 1ケ所（間口 5間），質屋 1ケ所（3×
6間），醤油屋 1ケ所（12× 4間），味噌小家 1ケ所，釜屋 1ケ所などが書上げら
れている。このようにして，明治 4年に高崎支店が高井家の藤岡店の支店とし
て設立されたのである。
　この表によれば，高崎支店の利益額は，明治 5年には 443両余，同 6年には
397円余，同 8年には 1470円余が見られた。また，明治 9年には「支店酒方」
926円余と「支店荒物方」824円余の合計 1750円余が，同 10年には 897円余
と 818円余の合計 1716円が区別して書かれており，藤岡店に匹敵する利益額


















3～ 7年には 2000円台，同 8年には 3132円余，同 10年には 5596円余，同 14
年には 8091円余，同 16年には 1万 127円余にまで達する。明治 17～ 25年に
は 4000～ 6000円台でやや低迷するが，その後はまた順調に増加している。明
治 27年には 8342円余，同 29年には 1万 328円余，同 33年には 1万 5108円余，
同 35年には 1万 7593円余に達する。明治 41年には 1万 8136円余となり，大
正 3年には 2万 2630円にまで達する。大正 4～ 8年にはまた 1万円台となるが，























上されており，明治 2年には 1648両余，同 3～ 8年は 2000両（円）台，同 9
～ 13年は 3000～ 5000円台，同 14～ 16年は 8000円前後と増加する。明治
17～ 23年は 5000円前後に減少するが，それ以降は着実に増加し，同 35年に
は 1万 6284円余にまで達する。大正 3年には 2万 829円余となるが，同 4年




は江戸期と同様に 2000両（円）前後の利益を毎年あげ，明治 10年代から 25年
にかけては 5000円前後，明治 16年には 1万円を超える利益をあげていた。さ
らに，明治 29年以降になると常に 1万円を超える利益となり，同 45年には 2
万円近くの利益を得るようになる。大正期に入ると，同3年には2万円を超すが，












きなかった。そして，明治 27～ 36年には 1000円を超え，4000円に達する年
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6月の月次報告では，典物課は繰越高 4675円 55銭，入質 1783円 20銭，出質
1034円 30銭，抵当貸 615円，同請戻 940円，現在高 5099円 45銭，流売上 44
円 25銭，利子上り 91円 23銭 5厘，三益売上 390円 58銭 5厘であった。両造
課は，繰越高が自製酒 2万 87円 73銭 7厘，買入酒 4012円 79銭 7厘，醤油・
味噌 9203円 72銭 9厘，売上高が自製酒 4226円 25銭 5厘，買入酒 1539円 22
銭 5厘，醤油・味噌 1563円 23銭 5厘，取上高が自製酒 3871円 63銭 7厘，買
入酒 947円 47銭 2厘，醤油・味噌 923円 61銭，差引貸が自製酒 2万 442円
35銭 5厘，買入酒 4604円 55銭，醤油・味噌 9843円 35銭 4厘であった。雑
品課は，繰越高 3万 1860円 29銭 5厘，帳付売貸 9225円 12銭 1厘，現金売
2607円 91銭 8厘，取上卸 8855円 51銭 2厘，同小売 1493円 86銭 2厘，差引





40年 6月から明治 43年 12月までの毎月の報告数値が記載されている。雑品課に数値には，
「ア」，「カ」，「サ」，「タ」などの文字が千以上の単位に記載されているが，符牒と判断して，
「ア」は 1万，「カ」は 2万，「サ」は 3万，「タ」は 4万とした。
（23）明治 44年「三課営業報告簿」。この史料も，前掲明治 40年「三課商況報告簿」と同様
の内容となっており，明治 44年 1月から大正 3年 10月までと記されている。
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典物課は繰越高 2397円 95銭，入質 474円 30銭，出質 274円 20銭，抵当貸
255円，同請戻 210円，現在高 2643円 5銭，利子上り 37円 93銭 1厘，三益
売上 317円 59銭 5厘であった。両造課は，繰越高が酒類 3万 2382円 23銭 4
厘，醤油・味噌 1万 7169円 93銭，売上高が酒類 8165円 44銭 5厘，醤油・味
噌 2047円 22銭 5厘，取上高が酒類 6977円 92銭 6厘，醤油・味噌 2376円 27
銭，差引貸が酒類 3万 3569円 75銭 3厘，醤油・味噌 1万 6840円 88銭 5厘で
あった。荒物方は，繰越高 2万 9442円 30銭 3厘，貸売高 1万 2788円 49銭 8厘，
現金売高 1564円 34銭 5厘，取上卸 1万 911円 53銭，同小売 1029円 74銭 5厘，







　次に，藤岡店の資産状況を見てみよう。明治 43年 10月の「資産調査原簿 」
（24）
によれば，まず不動産があげられる。すなわち，「郡村宅地」として藤岡町大
字藤岡の 5筆の宅地 2反 3畝 2歩 7合（価格 1859円 44銭），「畑」として藤岡町
の大字藤岡および大字小林の 6筆の畑 3反 3畝 14歩（価格 173円 70銭），「山林」
として藤岡町大字藤岡の 15筆の山林 9町 9反 5歩（価格 1485円 25銭）があった。










尺桶（5年以上のものも含めて）76本，六尺細桶 17本，三尺桶 36本，圧搾器 2台，
甑 3個，釜 3個などの 39品の酒造道具があり，「醤油製造用器具機械」として，
六尺桶 53本，六尺細桶 6本，三尺桶 11本，圧搾器 3台，釜 3個，煎釜 1台，
麹板 750枚，甑 1台など 23品の道具類があった。
　「国債証書」は 2万 3200円，「日本勧業銀行債券」は 3500円，「藤岡銀行株式」
23株は 989円，「質屋及貸金」は 3万 5717円 95銭であり，この内「有質」は
2327円 95銭であった。「預金」は 2万 1193円 96銭，「有金」は 1390円 62銭
であった。
　「商品」は 3万 9166円 85銭 4厘であり，この内清酒は 2万 581円 18銭 4厘（643
石 1斗 6升 2合），買酒下りは 427円（12駄半），焼酎は 209円（3石 8斗），直酎は
72円 80銭（1石 4斗），味淋は 198円 85銭（3石 2斗），醤油は 1203円 70銭（98
石 5斗 2升），味噌は 483円 40銭（2417貫目），酢は 55円 20銭（8駄），度量衡器
は 1171円 94銭 9厘，塩は 1686円 12銭（1406俵），砂糖は 1373円 3銭 3厘（189個），
雑貨は 1万 1704円 61銭 8厘であった。「醤油査定済諸味」は 572円 52銭（68
石 3斗 5升 6合），「同半製品」は 5841円 59銭 3厘，「味噌半製品」は 2898円 72銭，
「原料大豆」は 694円 93銭（66石 3斗），「同小麦」は 2573円 40銭 2厘（294石），
「同竹材」は 978円 37銭 1厘（119石 3斗 5升），「同塩」は 375円 90銭（60石），「懸
売代金」は 2万 4660円 86銭 4厘であり，合計が 18万 9063円 68銭 9厘であった。
　これから，「酒造税　三四期分」1万 1197円 14銭，「醤油税　五月一日ヨリ
十月末日迄査定分」815円 37銭，「営業税，国税後半季分」430円 48銭，「同
附加　県税」53円 3銭，「同同　町税」64円 57銭の税金分合計 1万 2560円
59銭と「商品代金未払分」1万 6896円 62銭 1厘の合計 2万 9457円 21銭 1厘


























































金」は 3万 5717円余，「預金」は 2万 1193円余，「有金」は 1390円余，「商品」
は清酒・醤油・味噌・塩など 3万 9166円余であった。これらを合計すると 18
万 9063円 68銭 9厘となり，これから酒造税などの税金分 1万 2560円余と「商











譲り受け，内部を改装して同年 11月から酒造業を始め，同 4年 2月には醤油
製造も行うようになった。津店は，明治元年に入江町支店を開設し，同 2年に
は醤油醸造も開始した。さらに，明治 19年には津の常盤町支店を設け，3店
となった。明治 4年の清酒造石高は 500石であったが，同 27年には 1586石余
となり，醤油の醸造高も明治 4年には 55石であったが，同 27年には 846石余
になった。明治 38年 1月の津店の従業員は，津の本店に 10人，常盤町支店に
は 8人，入江町支店に 4人の合計 22人の店員がおり，他に酒造杜氏・蔵人 18人，
醤油杜氏・蔵人 11人，「精米方及炊事場」に 5人の従業員がいて，合計 56人
の人員が在籍していた。店員の原籍は，蒲生郡 15人，甲賀郡 7人であり，す
べて近江出身者であった。酒造杜氏は愛知県知多郡の出身で，醤油杜氏は津市
の出身であった。
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〔付記〕
　本稿作成にあたっては，史料所蔵者である高井作右衛門家ならびに日野町史編さ
ん室には，大変お世話になった。ここに深く感謝するしだいである。なお本稿は，
平成 20年度～平成 22年度科学研究費補助金（基盤研究（C））「近江商人の経営と雇
用形態に関する研究」による研究成果の一部である。
